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化学発光が作り出す幻想的なインテリアオブジェクト

1 . はじめに

本プロジェクトの目的を下記に示す．

現在、 光を利用したインテリアオブ
、
ジェク卜は多数

存在するが、 「 夜空に輝く星の瞬き」や「夜空を舞う蛍J、
「海を漂うホタノレイカjに代表される自然の織りなす

ような幻想的な光には敵わない．本プロジェクトでは、

ホタノレイカの発光源として知られるノレミノ ーノレの化学

発光を用いることで、 これまでにない幻想的なインテ

リアオブ
、
ジェク卜を製作し、 夢科学探検や各種コン

ペ・展示会へ出展したいと考えて、 参加を希望した．
2. プロジェクトの実施方法

本プロジェクトは， 情報電気電子工学科の浪平研究

室4年全員団名口で実施した各テーマの担当に分か

れて， 下記の項目を実施した

吉田尭史緒方恵介 － オゾン発生器の製作

平山祐．オゾン濃度制格II回路の製作

高武和英津村勇一・ ノレミノ ーノレの発光特性調

全員 ． オブ
F

ジェクトの製作

実施計画は以下で‘ あった．

／レミノ ーノレ水溶液へ5齢、酸化力を持つオゾンをバブ
．

リングして反応させることで、 オゾンと接触したノレミ

ノ ーノレが化学発光し、 オゾンパブノレの表面が幻想的に

発光する（図1参照） 木プロジェクトでは、その発光

を用いたインテリアオブ
F

ジェク卜の製作のために、 以

下のことを実施することを計画とした．

①高周波電源、を用いたオゾン発生器の製作及びその諸

特性把握．
②ノレミノ ーノレ化学発光強度の、ノレミノ ーノレ及びオゾン

濃度依存性の把握．

③オゾン発生器の脈動運転用制御回路の製作

ここでは、 オゾン濃度を脈動させることで、 強弱の

付ーいたより幻想的な発光空間を作り出すことを期待す

る．

情報電気電子工学科4年平山祐担当教員・浪平隆男

④幻想的なインテリアオブジェクトの製作

前述の製作機器及び知見を基に薄型の水槽を用いたイ

ンテリアオブ
P

ジェクトを製作する．

⑤幻想的なお絵描きインテリアオブジェクトの

製作（図2参照）
前述の水槽にお絵描き機能を追加するため、 作成中

に試行錯誤を重ねたが、実際に完成には至らなかった

図2. お絵描き機能のイメ ージ

3. 実施したものづくり

①オゾン発生器の「葡王特性は図3のような波形から、

DC電源を2 3.5V～24Vの間で変化させる必要が

あることがわかった．
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図3.電圧波形

②ノレミノ ーノレイヒ学発光時間の、 ／レミノ ーノレ及びオゾ

ン濃度依存性はそれぞれ図4 [5のようになりまし

た． 区14よりノレミノーノレ濃度に比例して発光時間が

増えることが分かつた ． 図5よりオゾン濃度が増え

るほど、 発光時間が減ることがわかった
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